
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第３章 調査結果の分析・解説 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

本章の内容は、全て執筆者の見解であり、 

内閣府の見解を示すものではありません。 
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高齢者の生きがいとその規定要因 

 

      中央大学大学院戦略経営研究科教授 

佐藤博樹 

 

１. 分析内容 

本稿では、高齢者の生きがいの現状を紹介したのち、生きがいを規定する要因を探索的に分析する。  

分析の対象とする「生きがい」に関しては、学術的な共通理解のある概念ではない。だが、日常的

にはしばしば使われる用語であることから、人々の間に一定の共通理解があると言えよう。例えば、

『広辞苑（第７版』（岩波書店）は、生きがいに関して「生きるはりあい。生きていてよかったと思え

るようなこと」と定義し、『世界大百科事典 第２版』（平凡社）は「人生の意味や価値など、人の生を

鼓舞し、その人の生を根拠づけるものを広く指す。〈生きていく上でのはりあい〉といった消極的な生

きがいから、〈人生いかに生くべきか〉といった根源的な問いへの〈解〉としてのより積極的な生きが

いに至るまで、広がりがある」と説明している。つまり、人が「生きがい」を感じることができる状

態とは、単に生存が維持されているだけでなく、多少なりも生活において充足感や達成感を得ること

ができている状態と言えよう。また、人が「何」に生きがいを感じることができるかは個人によって

異なるものであるが、同時に時代や社会によって共通する傾向も確認できる。例えば、日本の戦後を

振り返ると、人々の「生きがい」の対象は、物質的な豊かさから精神的な豊かさへと推移してきたと

言えよう。 

分析に利用する調査は、「生きがい」に関して「あなたは、現在どの程度生きがい（喜びや楽しみ）」

を感じていますか」と尋ね、「十分感じている」「多少感じている」「あまり感じていない」「全く感じ

ていない」の４段階の選択肢から一つを選ぶように依頼している。この回答結果を分析対象者の高齢

者の「生きがい」として分析する。  

 

２. 「生きがい」の現状 

調査対象者の生きがいの現状は、「十分感じている」が 30.9％、「多少感じている」が 47.5％、「あま

り感じていない」が 18.6％、「全く感じていない」が 3.1％となった（「不明・無回答」を除く）。 

表１が、生きがいを男女別に分けて集計した結果である。有意確率（５％水準を基準とする）を見る

と、性別と生きがいの間には統計的に有意な関係にあるとは言えないことがわかる。 
 

表１ 男女別にみた生きがい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十分
感じて
いる

多少
感じて
いる

あまり
感じて
いない

全く
感じて
いない

合計

329 544 221 38 1132

29.1% 48.1% 19.5% 3.4% 100.0%

409 591 224 35 1259

32.5% 46.9% 17.8% 2.8% 100.0%

738 1135 445 73 2391

30.9% 47.5% 18.6% 3.1% 100.0%

男

女

合計

値 自由度
漸近

有意確率
(両側)

Pearson
の

カイ２乗
4.028

a 3 0.259
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表２は、年齢階層別にみた生きがいの現状である。年齢階層と生きがいの間には、統計的に有意な関

係があり、年齢が高くなると生きがいが減少する傾向を確認できる。 
 

表２ 年齢階層別にみた生きがい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、男女年齢階層別に生きがいの状況をみたものが表３である。これによると男女別に分けると、

男性では年齢階層と生きがいの関係は統計的に有意とは言えず、他方で、女性では年齢階層と生きがい

の関係は統計的に有意で、女性では年齢階層が高くなると生きがいが低下することが確認できる。つま

り、女性のみに生きがいに対する加齢の減少効果があると言える。 
 

表３ 男女年齢階層別にみた生きがい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十分
感じて
いる

多少
感じて
いる

あまり
感じて
いない

全く
感じて
いない

合計

397 599 213 21 1230

32.3% 48.7% 17.3% 1.7% 100.0%

266 420 150 32 868

30.6% 48.4% 17.3% 3.7% 100.0%

75 116 82 20 293

25.6% 39.6% 28.0% 6.8% 100.0%

738 1135 445 73 2391

30.9% 47.5% 18.6% 3.1% 100.0%

65-74歳

75-84歳

85歳以上

合計

値 自由度
漸近

有意確率
(両側)

Pearson
の

カイ２乗
45.686

a 6 0.000

十分
感じて
いる

多少
感じて
いる

あまり
感じて
いない

全く
感じて
いない

合計

176 295 120 15 606

29.0% 48.7% 19.8% 2.5% 100.0%

123 201 73 18 415

29.6% 48.4% 17.6% 4.3% 100.0%

30 48 28 5 111

27.0% 43.2% 25.2% 4.5% 100.0%

329 544 221 38 1132

29.1% 48.1% 19.5% 3.4% 100.0%

221 304 93 6 624

35.4% 48.7% 14.9% 1.0% 100.0%

143 219 77 14 453

31.6% 48.3% 17.0% 3.1% 100.0%

45 68 54 15 182

24.7% 37.4% 29.7% 8.2% 100.0%

409 591 224 35 1259

32.5% 46.9% 17.8% 2.8% 100.0%

女

合計

男

合計

 65～74歳

 75～84歳

 85歳以上

 65～74歳

 75～84歳

 85歳以上

値 自由度
漸近

有意確率
(両側)

男
Pearson

の
カイ２乗

6.496
b 6 0.370

女
Pearson

の
カイ２乗

53.937
c 6 0.000

合計
Pearson

の
カイ２乗

45.686
a 6 0.000
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さらに、健康状態の主観的評価と生きがいの関係が表４である。同表によると、両者の関係は統計的

に有意で、健康状態に関する主観的な評価が悪くなると、生きがいが低下することが確認できる。 
 

表４ 健康状態と生きがい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このほかデータは示さないが、親しい友人・仲間の人数と生きがいの関係は統計的に有意で、親しい

友人・仲間が少なくなると生きがいが低下する関係がある。また、家族や友人などとの会話の頻度は、

生きがいと統計的に有意な関係にあり、家族・友人との会話の頻度が少なくなると生きがいが低下する。 

就業の有無や社会参加活動の有無も生きがいと統計的に有意な関係にあり、就業していないことや社

会参加活動に参加していないことは、生きがいを低下させる影響がある。最後に、世帯収入と生きがい

との関係も統計的に有意で、世帯収入が低下すると生きがいが低下する関係が確認できる。 

 

３. 生きがいの規定要因に関する多項ロジット分析  

 これまでにクロス集計から生きがいと関係のある要因を検討してきた。ここでは、それぞれの要因が

どのように生きがいを規定するかを多項ロジット分析で検討することにしたい。 
 

                表５ 目的変数と説明変数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十分
感じて
いる

多少
感じて
いる

あまり
感じて
いない

全く
感じて
いない

合計

185 80 16 2 283

65.4% 28.3% 5.7% 0.7% 100.0%

187 219 52 0 458

40.8% 47.8% 11.4% 0.0% 100.0%

270 554 161 15 1000

27.0% 55.4% 16.1% 1.5% 100.0%

66 225 174 20 485

13.6% 46.4% 35.9% 4.1% 100.0%

8 26 31 35 100

8.0% 26.0% 31.0% 35.0% 100.0%

716 1104 434 72 2326

30.8% 47.5% 18.7% 3.1% 100.0%

良い

まあ良い

普通

あまり良くない

良くない

合計

値 自由度
漸近

有意確率
(両側)

Pearson
の

カイ２乗
723.655

a 12 0.000

＜生きがいを感じていない＞
※４段階の選択肢であるが、回答者が少ない「あまり感じていない」と「全く感じていない」を合わせて
＜生きがいを感じていない＞とする。

十分感じている
多少感じている

生きがい３段階
※基準は、

＜生きがいを感じていない＞

目的変数

説明変数

親しい友人・仲間の人数（「たくさんいる」「普通にいる」「少しいる」「ほとんどいない」「持っていない」
家族や友人との月の会話頻度（ゼロから25回に変換）
就業有ダミー
社会参加有ダミー

男性ダミー
未婚ダミー
同居者有ダミー
世帯収入（選択肢の中央値に変換、単位：万円）
年齢階層（75歳から84歳ダミー、85歳以上ダミー、基準：64歳から74歳ダミー）
健康状態（「良い」「まあ良い」「普通」「あまり良くない」「良くない」の５段階）
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   表６ 生きがいの規定要因に関する多項ロジット分析（基準：＜生きがいを感じていない＞） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

切片 -2.885 0.000

男性ダミー -0.060 0.647 0.942

未婚ダミー -0.531 0.083 0.588

同居者有ダミー -0.303 0.125 0.738

世帯収入（万） 0.010 0.009 1.010

75～84歳ダミー 0.104 0.472 1.110

85歳以上ダミー -0.126 0.525 0.882

健康状態逆転 0.486 0.000 1.625

親しい友人
・仲間の人数

0.449 0.000 1.566

家族・友人との
月の会話頻度

0.031 0.000 1.031

就業ダミー 0.221 0.173 1.248

社会参加ダミー 0.711 0.000 2.036

切片 -7.820 0.000

男性ダミー -0.194 0.203 0.824

未婚ダミー -0.672 0.093 0.511

同居者有ダミー -0.239 0.321 0.787

世帯収入（万） 0.015 0.000 1.015

75～84歳ダミー -0.014 0.936 0.986

85歳以上ダミー 0.297 0.227 1.345

健康状態 1.059 0.000 2.884

親しい友人
・仲間の人数

0.942 0.000 2.566

家族・友人との
月の会話頻度

0.053 0.000 1.054

就業ダミー 0.269 0.143 1.309

社会参加ダミー 0.905 0.000 2.471

十分感じている

生きがい3段階
a B 有意確率 Exp(B)

多少感じている
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 ＜生きがいを感じていない＞と「生きがいを十分感じている」を比較すると、「生きがいを十分感じて

いる」に貢献するのは、世帯収入が増えること、健康状態が良いこと、親しい友人・仲間の人数が増え

ること、家族や友人との月の会話頻度が増えること、社会参加していることである。この点は、＜生き

がを感じていない＞と「生きがいを多少感じている」を比較した場合にも同じように該当する。 

他方で、同じく＜生きがいを感じていない＞と「生きがいを十分感じている」を比較すると、性別や

未既婚、さらには同居者の有無、年齢階層、就業の有無が、「生きがいを十分感じている」ことに貢献す

る関係は統計的に有意ではない。つまり、結婚していることや子供がいること、他の変数を統制すると、

年齢階層が低いこと、さらには就業していることが、＜生きがいを感じていない＞と比較して、「生きが

いを十分感じている」ことに貢献するわけではない。この点は、＜生きがを感じていない＞と「生きが

いを多少感じている」を比較した場合にもあてはまる。 

つまり、高齢者は、未婚者であったり同居者がいなくても、あるいは年齢を重ねても、世帯収入は重

要にはなるが、それ以上に健康状態を維持できたり、親しい友人・仲間を持っていたり、家族や友人と

会話する機会があること、さらには、社会活動に参加していることが、「生きがい」の向上に貢献するの

である。 

モデル適合情報
モデル当てはめ

基準

-2 対数尤度
カイ 2

乗
自由度 有意確率

切片のみ 3749.841

最終 3041.565 708.276 22 0.000

モデル

尤度比検定

疑似 R2 乗

Cox と Snell 0.290

Nagelkerke 0.331

McFadden 0.164

処理したケースの要約

度数
周辺パー
セント

感じていない 442 21.4%

多少感じている 988 47.8%

十分感じている 638 30.9%

2068 100.0%

生きがい3段階

有効数
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